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■IEC/TC 80 長崎10月開催 PT 61108-8 国際会議 － 舶用GNSS受信機試験規格

⚫ IEC 61108シリーズは、海洋航行の衛星航法（GNSS注1）受信機について性能と品質を規定する国際規格
であり、既に米国（GPS）, 欧州（Galileo）, 中国（北斗）, ロシア（Glonass）, インド（NavIC注2）に
関する規格が存在する。

⚫ このシリーズにおいて、現在、日本の準天頂衛星「みちびき」（QZSS注3）に関する国際規格だけが欠けており、
この状況を解消するため、国際標準化を実施する。

⚫ 「みちびき」は、他国の衛星システムと比較して、高精度・信号認証など優れた機能・性能をもっており、海洋航行
に係る国際決議や他国の技術規程と調和を図る形で、国際規格を開発する。

⚫ この国際規格は、GNSS受信機の開発、製造、および運用に関する多くの分野で使用されると見込まれる。

開発する規格では、次に掲げる要件を規定する。
1. 測位性能：位置、速度、時間の正確な測定を提供
する必要があり、測位精度、信頼性、測位時間の精度に関す
る要件を定める。
2. 相互運用性：他国の衛星システムの受信機が互いに運用
できるようにするための要件を定める。
3. データ通信： データ通信プロトコル、データ形式、 伝送
速度の要件を定める。
4. 品質管理：製品認証、試験、品質管理に関する要件を定
め、規格遵守を保証する。

開発する基準・規格のポイント説明図

◆米・欧・中・露・印が作成した各国の測位衛星利用の規格に対して、
「みちびき」の優位性を活かし、他国より改善した規格を開発する。

◆国内有識者の意見を集め、「みちびき」の利点を反映しつつも、
IMO注4決議を整合した規格内容に仕上げることにする。

国際標準化活動の方向性

注1  GNSS: Global Navigation Satellite System
注2  NavIC: Navigation with Indian Constellation
注3  QZSS: Quasi-Zenith Satellite System (準天頂衛星システム)

注4  IMO: International Marine Organization (国際海事機関)

GNSS衛星提供国測位衛星

海洋航行
する船舶

受信機

測位信号
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S.BIC NMEA 0183 新しいセンテンス(1/2) 

NMEA 0183 (2024更新) & IEC 61162 シリーズ （作業中） / IEC 61108 シリーズ（作業中）
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S.BIC NMEA 0183 新しいセンテンス(2/2) 

その他の New or updated sentences
GRS – GNSS Range Residuals
GSV – GNSS Satellites In View
GSA – GNSS DOP and Active Satellites
GNS – GNSS Fix Data
RMC – Recommended Minimum Specific GNSS Data
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S.BIC インテグリティとは何か- 信頼性とは何が違うのか

信頼性 インテグ
リティ

従 来
（製品単品）

今 日
（ネットワークの中にある）

入力

出力入力

入力

出力の完全性は如何？

（説明の試論：コミュニティ内で議論が必要）
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■ ISO/TC 20/SC 14/WG8 「宇宙利用サービス」 フランス11月開催

WG 1 Convenor   Shoji Yoshioka

WG 8 Convenor   Miguel Ortiz
WG 8 Deputy Convenor    Koki Asari

Japanese committee    SJAC 

4 – 7,

ISO/TC 20/SC 14 (宇宙システムと運用) 国際委員会
WG8+WG4(宇宙環境)+WG1(宇宙機設計・製造)

国内審議機関
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France: Preliminary Work Items 

(based on EN 16803-2)

Assessment of GNSS-based positioning system - Part 2:Nominal performances”

(based on EN 16803-3)  

Assessment of GNSS-based positioning system - Part 3:Robustness and Security Performance                   

under Radio Frequency interferences”
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■ ロイズによる宇宙天気の最新リスク評価



■ ISO PNTオープンコンサルテ－ション(公開協議）
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Discovering and tapping into 
stakeholder expectations of 
standardization at a global level.
Under Council Resolution 53/2024, Council has 
approved a proposal to ISO Open Consultation
Positioning, navigation and timing services, 
led by KATS (Republic of Korea)
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